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対人コミュニケーション能力の育成を目指した 
グループワーク活動

―「日本語コミュニケーション論」の実践を通して―

許　　　明　子

要　旨

本研究は2020年度春学期に中上級レベルの日本語学習者を対象に開講
された「日本語コミュニケーション論」の授業で行った実践について報
告するものである。本授業は日本語学習者が自分自身のコミュニケー
ション・スタイルに関する問題点について自己モニタリングができるよ
うになること、日本語母語話者とのインターアクションを通して良いコ
ミュニケーション活動とは何かについて気づきを得ることを目的として
いる。2020年度の授業はオンラインで開講されるようになったことから
Zoom ミーティング、名古屋大学教材配信システム（NUCT）、Google 
Classroom を活用してリアルタイムの双方向参加型の授業を行った。
Zoom ではブレイクアウトセッションを利用して日本語の会話を録画し、
その録画ファイルを NUCT と Google Classroom を利用して共有し分析
を行った。また、学習者と日本語母語話者のグループワーク活動を通し
て活発なインターアクションを行った。本実践を通して外国人学習者と
日本語母語話者の共修の可能性を示唆する実践を行うことができた。

キーワード
コミュニケーション、自己モニタリング、インターアクション、気づき

１ ．はじめに
中上級レベルまで日本語学習が進んでいる留学生であっても日本語を用

いて円滑なコミュニケーションを行うのは容易なことではない。円滑なコ

ミュニケーション活動を行うためには高度な日本語能力が必要であること

は言うまでもないが、相手との対人関係を考慮した非言語的な要素を適切
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に用いる能力も欠かせない。「コミュニケーション」の定義は様々である

が、対人レベルのコミュニケーション、組織レベルのコミュニケーション

等、多岐にわたっている（徳井・栁本2016： 4 ）。日本語教育におけるコ

ミュニケーションの重要性について、徳井・桝本（2016）では「様々なコ

ミュニケーションのレベルと、直接、間接的に深い関わりを持っている」

と述べ、日本語教育現場において対人コミュニケーション、小集団コミュ

ニケーションの重要性を指摘している。

本研究では2020年度春学期に開講した「日本語コミュニケーション論」

という授業で、対人関係とコミュニケーション・スタイルの関係を中心に

行った実践について報告する。特に、対人コミュニケーションの観点から、

話し手としての役割や聞き手としての役割について学ぶこと、グループ活

動を通して自己分析ができるようになること、具体的な言語行動の場面を

想定して適切にロールプレイができることを目指して15週間の授業を行っ

た。これらの授業を通して、日本語を用いてコミュニケーションを行う際

に必要な談話要素を学ぶと共に、様々な日常場面を想定して聞き手である

相手に配慮した日本語のコミュニケーションを学ぶことを目標とした。次

章以降、本授業の内容、教室における活動と自主活動、グループワークの

成果について述べる。

2 ．本実践の概要
2020年度は春学期と秋学期ともに新型コロナウイルス感染症拡大の影響

を受けて、対面式の授業が実施できず、すべての授業をオンラインで実施

することになった。本授業では言語的な要素だけではなく非言語的な要素

を学ぶため、ペアワークやグループワークによるインターアクションが非

常に重要である。しかし、対面式の授業ができなかったため、Zoom ミー

ティング、NUCT（Nagoya University Collaboration and course Tools）、

Google Classroom を活用して、様々な工夫を凝らしてペアワークやグルー

プワークを取り入れた。これらの e-Learning システムを活用し、授業で

は活発なグループワークができるようになり、自主学習を通して学習者自
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身のコミュニケーション・スタイルについて有効な気づきが得られたこと

が分かった。

本実践の概要は以下の通りである。

◦ 授業参加者：中上級レベルの日本語学習者25名、同大学在学中の日本

人学生 7 名

◦ 授業の実施方法：Zoom ミーティングによる双方向参加型オンライン

授業

◦  教材配信システム：NUCT、Google Classroom

◦ 授業内容

1 回目：有効なコミュニケーション活動とは？

2 回目：初対面会話と自己紹介

3 回目：話題カテゴリーと話題選択

4 回目：対人距離と日本語の表現

5 回目：パーソナル・テリトリーと表現形式

6 回目：「場」の共有と日本語の表現

7 回目：日本語の相槌と聞き手としての役割

8 回目：主題、視点と日本語の表現

9 回目：スピーチ・スタイルとスピーチレベルのシフト

10回目：フィラーと話し手としての役割

11回目：対面コミュニケーションの特徴、日常場面におけるコミュニ

ケーション

12回目： 日常場面におけるコミュニケーション、グループワーク発表①

13回目：グループワーク発表②

14回目： 日本語と英語のコミュニケーション・スタイルの比較、グルー

プワーク発表③

15回目：振り返り

本研究では実践内容の中で、学習者の自己モニタリング能力を育成する
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ために行った会話の録画と文字化の作業、そして学習者間のインターアク

ションとしてのグループワークの 2 つの活動に焦点を当てて報告する。

3 ．自己モニタリング
本実践の授業内容の 7 回目以降の授業では特に対人コミュニケーション

における日本語の特徴に注目して、話し手の役割としてフィラー、聞き手

の役割として相槌を取り上げて学習した。日本語の相槌やフィラーについ

ては、学習者自身の相槌の打ち方やフィラーの使い方について認識が不十

分であるか、もしくは意識していないことが多く、これらの項目について

は学習項目として指導を行う必要がある。

一方で、学習者が自分自身の言語的コミュニケーションや非言語的コ

ミュニケーションについて客観的な根拠に基づいて認識を持つことも重要

である。特に、相槌やフィラーのように意識されにくい項目については学

習者自身が自己モニタリングを行うことが重要である。自己モニタリング

の必要性について徳井・栁本（2016：95）では「自分自身がどのようなコミュ

ニケーションをしているのか、どんなスタイルで話そうとしているのか、

自分自身のコミュニケーションを相手との関係の中で意識していく力」が

必要であると述べ、「自分自身のコミュニケーションや相手との関係を常

に客観的に捉えていく視点」が必要であると述べている。

しかし、日常の生活において日本語学習者であっても日本語母語話者で

あっても、自分自身のコミュニケーション・スタイルを客観的に捉えるの

は容易なことではない。そこで、本実践では Zoom ミーティングのブレイ

クアウトセッションの機能を利用して、 3 名～ 4 名のグループディスカッ

ションを行い、その会話を録画し、会話の分析を行うことによって自分自

身のコミュニケーション・スタイルを客観的に捉えられるようにした。図

1 はZoomミーティングの会話録画ファイルをNUCTフォーラムでグルー

プメンバーが共有する画面である。
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図 1 　NUCT フォーラムを活用した録画ファイルの共有

グループ参加者は自分の会話ファイルをダウンロードし、自己分析をす

るためのデータとして文字化の作業を行った。各自が自分自身の発話をテ

キスト化した後、Google Document で共有して、他のメンバーの文字化

データとつなぎ合わせて一つの会話テキストファイルを作成した。次の図

2 は 4 人のグループで行った会話を文字化したファイルの例である。

図 2 　Google Document を共有したグループ会話の文字化作業

学習者は自分の音声で発せられた会話を文字化することによって日本語

の文法的の間違いに気づくだけではなく、自分自身の口癖、相槌の打ち方、

フィラーの使い方についても客観的に分析する視点が持てるようになった
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ことが分かった。文字化の作業を行いながら文法的な間違いについて自己

訂正ができるようになっただけではなく、今までは意識したことがない自

分のコミュニケーション・スタイルについて自己分析を行うことができる

ようになっていた。つまり、会話の文字化作業を行うことによって、自分

自身のコミュニケーション・スタイルについて自己モニタリングを行い、

客観的に捉えることができるようになったことが分かった。

11回目の授業では文字化したテキスト・データに基づいて、各グループ

のコミュニケーション・スタイルについて分析した結果を発表した。学習

者からの自己分析の結果、「「なんか」のフィラーの使用頻度が高い」「相

槌をあまり打っていない」「文法的な間違いが多い」等の分析がなされて

おり、言語的・非言語的コミュニケーションの要素について分析ができる

ようになっていた。それに対して日本母語話者からは「文法的な間違いは

あまり気にならなかった」「中国人学習者の「まあ」のフィラーの使い方

は日本語母語話者と異なると感じた」「日本人としてもっと分かりやすく

話す必要があると感じた」といった学習者とは異なる観点から分析がなさ

れており、学習者と母語話者の活発な意見交換がなされていた。

さらに、グループ内の会話の過程において、相手に対する配慮の仕方

についても分析がなされており、「一人だけが長く話すべきではなく、発

話量のバランスをとるべきだ」「相手が話せるように譲歩しながら話すこ

とが重要だ」「他の人に発言を促したり質問しやすくしたりする配慮が重

要だ」といった意見が出されていた。グループ参加者の中でコミュニケー

ションが上手なメンバーの特徴について分析を行い、円滑なコミュニケー

ション活動に必要な要素について意見交換を行っていた。これらの過程に

おいて、学習者は自分自身のコミュニケーション・スタイルに関する否定

証拠（negative evidence）による自己訂正ができるようになっただけでは

なく、他のメンバーの肯定証拠（positive evidence）に基づいて円滑なコ

ミュニケーション活動に必要な要素について気づきが得られたことは非常

に大きな成果であると考えている。Zoom 会話の録画ファイルの共有、各

自の発言の文字化作業、テキスト・データの分析、分析結果の発表は学習
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者の自己モニタリング力を育成する活動として有効であることが明らかに

なった。

4 ．グループ発表によるインターアクション
第二言語習得におけるインターアクションの有効性については様々な研

究で論じられているが、小柳他（2016：182）では意味交渉の重要性が認

識され、インターアクションと第二言語習得の関係を探る実証的研究が行

われてきたと述べている。小柳他（2016：183）では「意味交渉とはコミュ

ニケーションにおいてお互いの意思疎通ができるまで対話者間でやりとり

するプロセスのことで、そこでは明確化要求や確認チェック、理解チェッ

クなどの会話的要素の特徴が高い頻度で生じる。このような意味交渉に

よって理解可能になったインプットが習得を促進すると推定される」と述

べられている。日本語教育における対話者間の意味交渉は、目標言語の母

語話者である日本人学生と学習者の間、もしくは学習者同士のペアでも生

じるものであり、情報の流れが双方向で行われることによって、一つの収

斂したゴールに向かうプロセスになるのである。

本授業に参加している日本語学習者は中上級レベル以上の日本語能力を

有しており、日本語のメタ言語知識を活用して日本語によるコミュニケー

ションが可能である。そこで、同大学に在学している日本人学生に日本語

の授業に参加してもらい、毎回、学習者と母語話者間のペアワーク、もし

くはグループワークの活動を取り入れた。学習者と母語話者とのインター

アクションを通して、日本語のコミュニケーションに関する様々な要素に

気づきが得られるようにした。

本実践では毎回の授業で必ずブレイクアウトセッションの時間を設け

て、グループワークを行った。グループ活動を通して日本語学習者と母

語話者間の活発なディカッションを促すと共に、お互いのコミュニケー

ション・スタイルについても気づきを得るように促した。また、ブレイク

アウトセッションの際には、グループごとに Google Document もしくは

Google Slide を共有して、ディスカッションしている内容をテキストや図
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等を編集しながら進めるように指示した。Document や Slide を共同編集

することによってディスカッションしている内容を可視的に理解できるよ

うになり、質問やコメントも活発に行われている様子が伺えた。

次の図 3 は学習者二人と日本人学生一人の 3 名がグループワークとして

日常の生活の場面を想定して日本語によるコミュニケーションについて

ディスカッションを行った成果を発表している様子である。図 3 で発表し

ているグループの発表テーマは「隣の部屋に住んでいる人がうるさくて、

その人に苦情を言う」という日常の場面であるが、当該場面のコミュニ

ケーションの特徴、コミュニケーションを行う際の注意点、苦情を言う場

面の用いる日本語の表現等について確認し、その結果に基づいて会話例を

作成して、グループ発表を行っていた。

図 3 　グループ発表会の様子

上記のようなグループワークは 3 人で 1 グループとなり、全部で10グ

ループで実施した。12回目から14回目の授業でグループワークの成果を発

表し、全体ディカッションを行った。グループごとの発表を聞く際には、

発表者に対して質問やコメントを考えながら授業に参加するように指示
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し、全員で Document を共有して編集しながら授業に参加していた。図

4 は受講生が発表を聞きながら、そのグループに対して質問やコメントを

入力している画面である。

図 4 　グループ発表に対するコメント記入

図 4 のように Google Document を共同編集しながら発表を聞くことに

よって、質問やコメントを考えながら発表を聞くようになり、発表後の

ディカッションも活発に行われていた。また、発表を担当したグループの

学生も他の授業参加者から多様な意見やコメントをもらうことができるよ

うになり、効果的なフィードバックにもつながったと思われる。

本実践では Zoom ミーティングを用いて同時双方向参加型の授業を行っ

たが、NUCT と Google Document を併用することによって、グループワー

クに参加しているメンバーが互いの意見を共有しやすくなり、活発なイン

ターアクションができるようになったと思われる。

5 ．おわりに
本研究では日本語のコミュニケーションについて学ぶことを目的として

開講された授業について実践の活動を中心に報告した。第二言語習得に関

する先行研究ではコミュニケーションについて学ぶ際には学習者の自己モ
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ニタリング能力やグループワークによるインターアクションが必要である

と指摘されている。本研究では、中上級レベルの日本語学習者を対象にオ

ンラインで開講された「日本語コミュニケーション論」の授業において、

Zoom ミーティングと NUCT、Google Classroom を活用して学習者の自

己モニタリング能力を育成し、授業参加者間の活発なインターアクション

を行ったグループ活動について報告した。

2020年度はオンラインですべての授業を行うことになり、従来の対面式

の授業とは異なるグループワークやインターアクションを取り入れざるを

得なかった。初めての経験でもあり、試行錯誤はあったが、教材配信シス

テム NUCT や様々なツールをフル活用して、対面式の授業に劣らぬ同時

双方向参加型の実践を行うことができた。本実践の成果は今後の日本語教

育における e-Learning 学習に向けて新しい示唆を与えるものであると考

える。今回の実践の成果をアフターコロナ時代における新たな日本語教育

の形として発展させていきたい。
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